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美しさの認識を更新することで〈他者〉を楽しみ続ける子どもを育てる 

―カリキュラムの連動を磨き，学校の教育力を高める― 

～抽象に着眼して～ 

  

 

１ 芸術教育における〈他者〉と連動性 
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２ 美しさの認識を更新すること 
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３ 授業づくりについて 
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４ 抽象への着眼 
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